
書
評
・
紹
介

本
耆
は
、
著
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
般
若
経
研
究
の
中
、
『
金
剛
般
若
経
」
を
中
心
に
ま
と
め
て
学
位
請
求
論
文
と

し
て
提
出
し
た
も
の
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
中
心
は
、
著
者
自
身
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
『
金
剛
般
若
経
」
の
成
立

か
ら
発
展
へ
と
い
う
流
れ
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
「
金
剛
般
若
経
』
に
お
け
る
重
要
な
用
語
で
あ
る
プ
ラ

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
（
般
若
）
、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
（
金
剛
）
、
金
剛
嶮
定
等
、
を
再
度
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
般
若
経
の
経
典
史
の
中
で
の

本
経
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
翻
訳
の
途
中
段
階
の
ま
ま
に
残
さ
れ
た
と
さ
れ
る
笈
多
訳
『
金

剛
能
断
般
若
経
』
の
解
読
を
通
し
て
笈
多
が
底
本
と
し
た
梵
本
へ
の
還
元
を
試
み
る
こ
と
に
よ
る
新
た
な
文
献
研
究
の
可
能
性
を
示
す
こ

と
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
金
剛
般
若
経
」
の
諸
版
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
本
経
の
置
か
れ
た
特
別
な
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

な
ど
、
従
来
の
『
金
剛
般
若
経
」
や
般
若
経
の
研
究
に
対
し
て
新
た
に
加
え
る
に
十
分
な
成
果
を
有
し
て
い
る
。

０
．
本
書
の
全
容

本
書
は
五
編
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
目
次
に
よ
っ
て
本
書
の
構
成
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
１
編
金
剛
般
若
経
の
形
成
史
的
研
究

第
１
章
書
誌
学
的
研
究

渡
辺
章
悟
著
『
金
剛
般
若
経
の
研
究
一

丘
〆、

一時一

滕

夫
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第
２
章
般
若
経
の
成
立
史

第
３
章
般
若
経
の
系
統
と
分
類

第
４
章
金
剛
般
若
経
の
重
層
性

第
５
章
『
金
剛
般
若
経
」
第
肥
節
に
み
る
拡
大
般
若
の
影
響

第
６
章
「
金
剛
般
若
経
』
成
立
の
根
拠
と
さ
れ
る
色
身
・
法
身
の
偶
頌

第
２
編
金
剛
般
若
経
の
発
展
的
研
究

第
１
章
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
含
旦
目
）
再
考

第
２
章
般
若
波
羅
蜜
多
令
且
３
‐
鳳
国
目
国
）
の
解
釈

第
３
章
悟
り
へ
の
一
瞬
の
智
慧

第
４
章
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
（
く
里
国
金
剛
）
と
は
何
か

第
５
章
金
剛
般
若
経
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

第
６
章
金
剛
嶮
定
（
ぐ
目
○
日
目
四
の
“
日
目
巨
）
の
考
察

第
７
章
大
乗
仏
教
の
成
立
と
法
滅
思
想

第
３
柵
笈
多
訳
『
金
剛
能
断
般
若
経
」
の
研
究

第
１
章
笈
多
の
生
涯
と
訳
経
活
動

第
２
章
経
録
に
お
け
る
笈
多
の
翻
訳

第
３
章
大
正
蔵
経
の
笈
多
訳
と
「
金
剛
能
断
般
若
波
羅
蜜
経
」

第
４
章
『
金
剛
般
若
論
」
・
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』
に
引
用
さ
れ
る
『
金
剛
般
若
経
』

第
５
章
笈
多
の
翻
訳
方
法
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第
１
編
金
剛
般
若
経
の
形
成
史
的
研
究

こ
こ
二
、
三
十
年
の
問
に
新
た
な
写
本
の
発
見
等
も
あ
り
、
仏
教
研
究
は
大
き
く
展
開
し
て
い
る
。
中
で
も
、
大
乗
経
典
の
研
究
は
、

大
乗
仏
教
の
興
起
に
関
す
る
新
た
な
見
解
等
の
提
示
や
議
論
と
相
俟
っ
て
大
き
く
変
化
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
状

況
を
承
け
て
、
著
者
は
近
代
の
般
若
経
研
究
（
特
に
蚕
剛
般
若
進
）
の
歴
史
に
関
し
て
略
説
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
般
若
経
の
研
究
は
、
テ
キ
ス
ト
校
訂
や
翻
訳
、
経
典
群
の
展
開
史
や
分
類
、
さ
ら
に
は
思
想
史
的
問
題

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
と

共
に
紙
数
の
制
限
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
筆
者
の
関
心
の
ま
ま
に
、
本
書
の
論
点
の
幾
つ
か
を
紹
介
す
る
に
止
め
て
お
き
た
い
。
特
に
、

第
三
、
四
編
に
つ
い
て
は
簡
単
な
紹
介
に
止
め
る
。

第
４
編
チ
ベ
ッ
ト
・
敦
埋
出
土
の
『
金
剛
般
若
経
」
写
本
の
研
究

第
１
章
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
カ
ン
ギ
ュ
ル
の
研
究
状
況

第
２
章
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
金
剛
般
若
経
」
の
諸
版

第
３
章
タ
イ
ト
ル
の
相
違

第
４
章
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
金
剛
般
若
経
』
シ
ェ
ル
カ
ル
写
本

第
５
章
『
金
剛
般
若
経
」
に
付
さ
れ
た
真
言
と
祈
願
文

附
編

胃
ご
ロ
両
瞬
き
津
扉
『
ミ
ミ
Ｒ
意
昌
さ
、
葛
ミ
ョ
ミ
）
ミ
ミ
冒
勵

金
剛
般
若
経
漢
七
訳
対
照

･ 勺

Oq．



な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
っ
て
コ
ン
ゼ
臼
９
局
の
）
の
研
究
成
果
に
依
存
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
近
年
そ
れ
を
見
直
す

こ
と
が
な
さ
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
シ
ョ
ペ
ン
ａ
め
９
８
の
ロ
）
に
よ
る
「
金
剛
般
若
経
」
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
の
出
版

（
一
九
八
九
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
コ
ン
ゼ
校
訂
本
を
「
コ
ン
ゼ
教
授
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
」
と
し
て
批
判
的
に
捉
え
、
そ
れ

を
含
め
て
既
存
の
刊
行
テ
キ
ス
ト
を
再
検
討
し
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
写
本
を
正
確
に
読
み
直
し
て
詳
細
な
注
と
英
訳
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
乗
仏
教
の
興
起
に
関
し
て
は
、
律
文
献
や
碑
文
な
ど
の
資
料
に
基
づ
い
た
新
た
な
見
解
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
最
近
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
を
中
心
に
次
々
と
写
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
中
に
般
若
経
な
ど
の
初
期
の
大
乗
経
典
類
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
新
た

な
研
究
の
機
運
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

第
２
章
般
若
経
の
成
立
史
》
著
者
は
、
従
来
の
研
究
成
果
を
批
判
的
に
踏
ま
え
た
上
で
、
幾
つ
か
の
新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

『
異
部
宗
輪
論
」
に
よ
れ
ば
、
制
多
山
部
（
東
山
部
）
等
の
大
衆
部
系
の
南
方
の
三
部
は
、
菩
薩
は
悪
趣
を
離
れ
て
い
る
、
仏
塔
に
供
養

し
て
も
大
果
は
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
見
解
を
持
ち
、
初
期
大
乗
仏
教
の
中
で
は
異
例
で
あ
る
「
仏
塔
崇
拝
に
批
判
的
で
あ
る
般
若
経
」
の

特
色
と
共
通
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
仏
塔
崇
拝
を
行
な
っ
て
い
た
部
派
の
中
の
革
新
的
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
般
若
経
が
生
ま
れ
た
と

い
う
可
能
性
を
示
し
て
い
る
、
と
す
る
。

ま
た
、
『
中
論
」
の
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
の
注
釈
『
般
若
灯
論
」
に
対
す
る
ア
ヴ
ァ
ロ
ー
キ
タ
ヴ
ラ
タ
の
『
般
若
灯
論
注
」
の
中
に
、

大
乗
非
仏
説
論
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
大
衆
部
の
東
山
部
・
西
山
部
の
阿
含
か
ら
『
十
地
経
』
や
般
若
経
の
特
質
が
生
じ
、
彼
ら
は
プ

ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
の
「
般
若
経
」
を
読
謂
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
南
方
の
大
衆
部
系
統
の
部
派
の
教
理
が
般
若
経
成
立

の
準
備
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
書
は
、
般
若
経
が
イ
ン
ド
南
部
で
生
ま
れ
北
に
広
ま
っ
た
こ
と
、
大
衆

部
系
の
教
義
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
等
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
よ
り
具
体
的
な
論
拠
を
基
に
示
し
て

第
３
章
般
若
経
の
系
統
と
分
類
一
般
若
経
は
約
一
千
年
に
わ
た
っ
て
増
広
、
縮
小
、
派
生
を
繰
り
返
し
た
膨
大
な
文
献
群
で
あ
る
が
、

い
つ
勾
○
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従
来
の
研
究
（
中
村
元
、
静
谷
正
雄
な
ど
）
で
は
、
『
金
剛
般
若
経
」
は
、
「
空
」
や
「
大
乗
」
等
の
語
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
経
典
の
形

式
が
極
め
て
簡
素
で
古
形
を
示
し
て
い
る
な
ど
を
根
拠
に
、
般
若
経
の
系
統
の
中
で
最
も
古
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
著
者
は
そ
の
見
解
を

否
定
し
て
次
の
よ
う
に
示
す
。
「
空
」
は
大
乗
特
有
の
概
念
で
は
な
く
大
乗
を
量
る
基
準
に
は
な
ら
ず
、
「
空
」
や
「
大
乗
」
と
い
う
語
を

用
い
な
い
で
そ
の
思
想
を
説
く
般
若
経
は
珍
し
く
な
い
こ
と
、
説
法
の
会
座
が
王
舎
城
霊
鶯
山
で
は
な
く
『
文
殊
般
若
経
』
な
ど
と
同
じ

く
舎
衛
国
祇
園
で
あ
る
こ
と
、
「
金
剛
般
若
経
」
の
「
信
解
の
劣
っ
た
人
々
」
と
い
う
語
句
は
新
し
い
段
階
の
『
八
千
頌
」
や
「
二
万
五

千
頌
」
の
梵
本
や
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
は
見
ら
れ
る
が
、
対
応
す
る
古
い
漢
訳
に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
大
乗
と
の
対
立
意
識
が
明
確
に
な
っ

た
後
に
付
加
さ
れ
た
語
句
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
幾
つ
か
の
教
説
は
大
品
系
（
『
二
万
五
千
頌
」
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
、

鳩
摩
羅
什
（
四
○
二
年
）
以
前
に
は
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
無
著
の
注
釈
よ
り
古
い
注
釈
は
な
い
こ
と
、
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
ヵ
以
前

の
現
存
の
著
作
の
中
に
引
用
が
な
い
こ
と
、
等
に
よ
り
、
『
金
剛
般
若
経
」
の
成
立
は
三
○
○
～
三
五
○
年
前
後
の
頃
で
あ
ろ
う
と
す
る

が
、
ほ
ぼ
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

第
４
章
金
剛
般
若
経
の
重
層
性
“
著
者
は
「
金
剛
般
若
経
』
の
規
範
と
な
る
コ
ン
ゼ
本
（
Ｃ
本
）
と
漢
訳
・
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
ギ
ル
ギ
ッ

ト
写
本
（
Ｇ
本
）
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
写
本
（
Ｐ
本
）
等
を
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
『
金
剛
般
若
経
』
の
重
層
性

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
こ
と
を
、
著
者
は
三
つ
の
観
点
、
㈹
否
定
句
の
形
式
化
、
⑪
他
者
へ
の
働
き
か
け
、
伽
法
滅

（
後
の
五
○
○
年
間
に
正
法
が
減
す
る
こ
と
）
の
定
型
化
、
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
い
に
関
し
て
は
、
Ｇ
本
で
は
一
般
的
な
仏
教
教
理
の

論
述
が
、
Ｃ
本
で
は
即
非
の
形
式
に
変
更
さ
れ
た
り
整
え
ら
れ
た
り
し
、
Ｇ
本
で
は
即
非
の
論
理
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｃ
本
で
は
デ

も
の
で
あ
る
と
す
る
。

従
来
の
研
究
（
中
村

そ
の
展
開
を
お
お
ざ
っ
ぱ
に
見
る
と
、
㈹
原
始
般
若
経
典
の
形
成
（
紀
元
前
一
○
○
年
～
紀
元
後
一
○
○
年
）
、
⑥
経
典
の
増
広
期
（
紀
元
後

一
○
○
年
～
三
○
○
年
）
、
⑪
教
説
の
個
別
化
と
韻
文
化
の
時
期
（
三
○
○
年
～
五
○
○
年
）
、
㈹
密
教
化
の
時
期
（
五
○
○
／
六
○
○
年
～
二
一

○
○
年
）
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
著
者
は
、
『
金
剛
般
若
経
」
は
『
善
勇
猛
般
若
経
」
や
『
文
殊
般
若
経
』
な
ど
と
並
ん
で
㈱
の
段
階
の

〕F
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イ
レ
ン
マ
（
…
…
で
も
な
く
、
…
…
で
な
い
の
で
も
な
い
）
の
句
が
追
加
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
伽
に
関
し
て
は
、
Ｇ
本
で
は
特
に
言
及
が
な

い
の
に
対
し
、
Ｃ
本
で
は
「
他
の
人
々
の
た
め
に
」
教
え
を
説
く
こ
と
が
追
加
さ
れ
る
。
⑪
法
滅
に
関
し
て
は
、
Ｇ
本
で
は
法
滅
の
言
及

が
な
か
っ
た
り
暖
昧
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｃ
本
で
は
き
ち
ん
と
「
五
○
○
年
間
に
正
法
が
滅
ぶ
と
き
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
漢
訳
と
の
比
較
だ
け
で
は
な
く
、
現
存
の
中
で
最
も
古
い
形
態
で
あ
る
で
あ
る
Ｇ
本
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
『
金
剛
般
若
経
」
が
増
広
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

さ
ら
に
著
者
は
、
本
経
が
途
中
（
第
肥
節
ａ
の
末
尾
）
に
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
が
こ
の
法
門
の
名
を
尋
ね
世
尊
が
そ
れ
に
答
え
る
や
り
と
り
が

見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
以
降
は
そ
れ
ま
で
の
内
容
を
繰
り
返
し
た
り
詳
説
し
た
り
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
成
立
を
異
に
す

る
二
つ
（
第
喝
節
ａ
ま
で
と
喝
節
ｂ
以
下
）
の
部
分
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
で
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
内
容
上
も
構
造
上
も
断
層
が
あ

る
の
が
現
存
の
『
金
剛
般
若
経
」
で
あ
る
と
す
る
。

第
５
章
拡
大
般
若
の
影
型
弓
著
者
は
『
金
剛
般
若
経
』
（
第
肥
節
）
が
直
接
に
拡
大
般
若
経
（
特
に
大
品
系
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

を
三
つ
の
点
か
ら
論
証
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
五
眼
（
肉
眼
・
天
眼
・
慧
眼
・
法
眼
・
仏
眼
匡
に
関
す
る
議
論
を
取
り
上
げ
て
お
く
。

五
眼
は
般
若
経
の
中
で
は
重
要
な
教
説
と
さ
れ
る
。
『
二
万
五
千
頌
」
（
大
品
系
）
の
注
釈
で
あ
る
『
現
観
荘
厳
論
」
に
よ
る
と
、
般
若
経

（
特
に
大
品
系
）
は
十
種
の
教
誠
を
説
示
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
一
つ
が
五
眼
に
対
す
る
教
誠
で
あ
る
。
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
注
釈
に
よ
れ

ば
、
五
眼
は
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
事
物
・
す
べ
て
の
有
情
の
死
と
生
・
無
分
別
・
聖
者
の
証
得
す
る
も
の
・
一
切
相
と
し
て
現
等
覚

す
る
も
の
を
対
境
と
す
る
が
、
真
如
と
し
て
は
同
一
で
あ
る
と
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

著
者
は
、
こ
の
五
眼
説
が
小
品
系
に
受
容
さ
れ
る
の
は
羅
什
訳
の
「
小
品
般
若
経
」
以
降
で
あ
り
、
こ
れ
は
む
し
ろ
大
品
系
の
思
想
と

言
え
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
『
現
観
荘
厳
論
」
の
立
場
か
ら
し
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
五
眼
の
説
を
有
す
る
『
金
剛
般
若
経
」
の

成
立
を
大
品
系
般
若
経
以
降
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
６
章
色
身
・
法
身
の
偶
頌
曽
金
剛
般
若
経
』
に
は
三
つ
の
偶
頌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
初
の
二
つ
は
、
色
身
と
法
身
に
関
し
て
述
べ
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第
２
編
金
剛
般
若
経
の
発
展
的
研
究

著
者
は
、
第
二
編
に
お
い
て
、
蚕
剛
般
若
経
』
の
題
名
に
含
ま
れ
る
「
般
若
」
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
「
金
剛
」
「
金
剛
職
定
」
な
ど
の
語

を
個
別
に
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
考
察
し
て
、
題
名
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

第
１
章
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
再
考
露
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
か
ら
仏
教
へ
と
辿
る
形
で
そ
の
語
義
を
考
察
す
る
。
般
若
と
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
で
は
ア
ー
ト
マ
ン
と
同
一
視
さ
れ
る
根
源
的
な
智
慧
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
界
へ
と
跳
び
出
し
不
死
へ
と
至
る
。
仏
教
で
は
覚
り

の
智
慧
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
煩
悩
を
断
じ
浬
梁
に
至
る
か
ら
、
両
者
は
表
現
と
し
て
よ
く
対
応
す
る
。
し
か
し
、
獲
得
す
る
結
果
は

異
な
っ
て
い
る
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
で
は
天
界
で
の
欲
望
の
享
受
と
不
死
で
あ
る
が
、
仏
教
で
は
煩
悩
（
欲
望
）
を
断
じ
た
浬
梁
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
の
論
述
は
「
般
若
」
の
語
義
や
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
の
根
拠
の
提
示
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
十

分
に
説
得
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

第
２
章
般
若
波
羅
蜜
多
の
解
釈
岬
般
若
波
羅
蜜
多
（
特
に
Ｂ
国
自
国
波
羅
蜜
多
）
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
研
究
が
あ
る
が
、

著
者
は
こ
れ
ま
で
余
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
大
品
系
の
般
若
経
の
中
に
見
ら
れ
る
語
義
解
釈
を
丹
念
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

般
若
経
自
身
が
ど
の
よ
う
に
語
義
解
釈
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
当
該
の
語
義
解
釈
が
見
ら
れ
る
の
は
「
二
万
五
千
頌
』

（
梵
本
、
漢
訳
》
放
光
・
羅
什
訳
・
玄
英
訳
第
二
会
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
》
経
部
・
論
部
）
と
雪
万
八
千
頌
』
（
梵
本
、
漢
訳
卵
玄
英
訳
第
三
会
、
チ
ベ

ら
れ
た
も
の
で
、
羅
什
訳
な
ど
の
古
い
も
の
に
は
初
め
の
色
身
の
も
の
一
つ
だ
け
し
か
な
い
。
著
者
は
こ
の
二
つ
の
偶
に
つ
い
て
、
初
期

の
仏
典
、
『
金
剛
般
若
経
」
の
注
釈
、
こ
の
偶
を
引
用
す
る
そ
の
他
の
諸
文
献
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
推
測
す

る
。
最
初
は
一
偶
で
あ
っ
た
『
金
剛
般
若
経
」
が
、
第
二
偶
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
羅
什
（
四
○
二
年
）
訳
か
ら
流
支
（
五
○
九

年
）
訳
の
間
で
あ
り
、
五
世
紀
頃
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
一
偶
の
み
を
備
え
た
も
の
は
羅
什
訳
の
帥
年
ほ
ど
前
だ
と
す
れ
ば
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
三
○
○
年
～
三
五
○
年
頃
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
に
関
連
し
て
、
著
者
も
一
部
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
『
現
観
荘
厳
論
釈
光
明
』
に
は
波
羅
蜜
多
を
「
彼
岸
に
到

っ
た
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
彼
岸
を
「
完
全
さ
の
究
極
（
胃
巴
目
協
冨
昌
自
国
こ
と
言
い
換
え
て
い
る
の
で
、
上
記
の
い
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
は
、
語
義
解
釈
に
続
け
て
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
『
般
若
経
の
要
義

ツ
ト
訳
）
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
種
の
語
義
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
そ
れ
ら
の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
そ
の
四
種
の
語
義
解
釈
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

ｈ
冨
国
目
国
を
口
閏
四
日
“
‐
９
国
目
’
百
吋
目
且
（
〔
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
中
で
の
〕
最
高
の
完
全
性
〔
を
実
現
し
た
〕
）
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ

が
語
義
解
釈
と
し
て
最
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

⑪
聖
者
た
ち
が
こ
の
般
若
波
羅
蜜
に
よ
っ
て
彼
岸
（
悟
り
の
領
域
）
に
到
っ
た
（
凰
壗
自
彊
国
）
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
歴
史
的
に
最

も
多
く
取
ら
れ
て
い
た
教
理
的
解
釈
で
あ
る
。

⑪
「
〔
限
界
（
凰
国
）
が
〕
認
知
さ
れ
な
い
（
ロ
。
冒
冨
巨
冨
）
智
」
、
あ
る
い
は
「
〔
す
べ
て
の
も
の
が
勝
義
と
し
て
〕
不
可
分
（
四
ｇ
旨
‐

ｇ
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
覚
る
」
仏
智
と
い
う
逆
説
的
機
能
。

㈹
「
〔
真
如
な
ど
を
〕
包
摂
す
る
（
自
国
侭
“
国
巨
と
い
う
論
理
的
・
空
間
的
広
が
り
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
ｍ
に
お
け
る
「
最
高
の
完
全
性
を
実
現
し
た
白
日
四
目
煙
も
閏
目
〕
］
‐
胃
９
国
こ
と
い
う
表
現
は
、
著
者
も
指
摘
す
る
よ

う
に
、
句
．
目
帰
昇
○
己
の
辞
書
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
国
目
‐
頁
９
国
や
凰
国
日
］
国
‐
胃
９
国
と
も
書
写
さ
れ
、
多
く
の
大
乗
経
典
言
法
華
経
」
、

『
大
無
量
寿
経
』
、
「
維
摩
経
」
、
『
月
灯
三
昧
経
』
な
ど
）
に
頻
出
す
る
。
そ
の
場
合
、
対
告
衆
と
し
て
の
比
丘
の
特
質
を
表
現
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
主
に
如
来
の
功
徳
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
般
若
経
自
身
が
波
羅
蜜
多
（
凰
国
自
国
）
と
い
う
語
を
こ
れ
ら

の
特
質
と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
は
経
典
の
作
成
や
増
広
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
自
身
が
波
羅
蜜
多
と
い
う
語
に
込
め
た
意
味

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
今
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
今
回
の
著
者
の
指
摘
に
よ
り

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
重
要
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
著
者
の
論
旨
は
概
ね
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
菩
薩
と
如
来
は
、
一
切
の
様
態
を
知
り
、
一
切
の
様
相
を
知
る
智

慧
を
得
て
、
一
切
の
習
慣
的
な
煩
悩
を
断
じ
去
る
と
い
う
意
味
で
は
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
如
来
は
、
｜
念
（
刹
那
）
相
応
の
般
若

（
、
ミ
善
ミ
ミ
亀
ミ
ミ
営
目
菖
言
こ
の
「
般
若
波
羅
蜜
は
不
二
の
智
で
あ
り
、
そ
れ
は
如
来
で
あ
り
成
就
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

れ
（
般
若
波
羅
蜜
）
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
典
籍
と
道
は
そ
れ
の
名
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
」
（
第
一
偶
）
を
引

用
し
て
、
仏
・
世
尊
で
あ
り
、
幻
の
如
き
不
二
の
智
が
真
の
般
若
波
羅
蜜
で
あ
っ
て
、
そ
れ
（
般
若
波
羅
蜜
）
の
獲
得
に
随
順
す
る
典
籍

と
道
は
仮
な
る
般
若
波
羅
蜜
で
あ
る
と
し
て
、
三
種
に
分
け
て
い
る
。

第
３
章
悟
り
へ
の
一
瞬
の
智
慧
叩
著
者
は
、
般
若
経
の
成
仏
観
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
『
八
千
頌
」
に
お
い
て
無
上
の
悟
り
を
現
等
覚

す
る
の
に
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
よ
う
に
と
ス
ブ
ー
テ
ィ
に
対
し
て
世
尊
が
語
る
こ
と
ば
、
「
先
立
つ
過
去
の
知
ら

れ
ざ
る
発
端
、
つ
ま
り
、
果
て
な
き
も
の
は
、
心
の
一
瞬
間
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
」
の
中
、
「
心
の
一
瞬
間
（
一
刹
那
）
」
と
い
う
語
に

注
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
「
二
万
五
千
頌
」
で
は
頓
悟
の
智
慧
を
意
味
す
る
「
一
刹
那
に
相
応
し
た
般
若
」
と
い
う
表
現
へ
と
展
開

し
て
い
く
が
、
こ
の
頓
悟
の
智
慧
と
い
う
こ
と
の
起
源
は
、
『
異
部
宗
輪
論
」
に
お
け
る
大
衆
部
等
に
見
ら
れ
る
如
来
の
智
慧
の
特
性

「
如
来
は
一
心
刹
那
と
相
応
す
る
般
若
に
よ
っ
て
一
切
法
を
遍
知
す
る
」
等
に
起
源
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

『
二
万
五
千
頌
』
で
は
「
一
刹
那
に
相
応
し
た
般
若
」
は
六
回
現
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
修
行
道
の
最
終
局
面
で
重
要
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
用
例
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
一
刹
那
に
相
応
し
た
般
若
」
に
よ
っ
て
．
切
相
智
者
性
」
．

切
の
習
気
と
結
合
し
た
煩
悩
の
断
滅
」
「
無
上
正
等
菩
提
」
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
前
者
と
後
者
は
因
と
果
の
関
係
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
決
定
位
に
入
り
、
そ
の
後
、
金
剛
嶮
定
に
入
っ
て
「
一
刹
那
に
相
応
し
た
般
若
」
に
よ
っ
て
「
一
切
相

智
」
を
得
る
と
も
言
わ
れ
、
「
一
刹
那
に
相
応
し
た
般
若
」
と
「
金
剛
瞼
定
」
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

「
一
刹
那
に
相
応
し
た
般
若
」
は
菩
薩
摩
訶
薩
と
如
来
正
等
覚
者
を
区
別
す
る
境
界
と
も
な
り
、
こ
の
一
刹
那
の
有
無
が
両
者
を
分
け
て

’
一
刹
那
に
相
告

い
る
の
で
あ
る
。
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第
４
章
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
（
く
星
団
．
金
剛
）
と
は
何
か
叩
著
者
は
、
先
行
研
究
に
基
づ
き
な
が
ら
、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
の
用
例
を
『
リ
グ
ヴ
ェ
ー

ダ
」
に
お
け
る
イ
ン
ド
ラ
神
の
手
に
す
る
武
器
に
辿
り
、
イ
ン
ド
ラ
神
が
「
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
を
持
つ
者
（
く
骨
旨
）
、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
を
手

（
腕
）
と
す
る
者
（
鼠
国
富
の
国
、
ぐ
鯉
冨
ｇ
宮
こ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
後
、
そ
の
形
状
は
千
鈷
の
放
射
型
で
あ
り
、
素
材
は
仙
人

の
骨
や
金
属
な
ど
堅
固
で
輝
き
の
あ
る
も
の
で
、
電
撃
や
雷
鳴
を
発
す
る
「
金
剛
杵
」
で
も
あ
る
と
述
べ
る
。

一
方
、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
が
金
剛
石
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
を
意
味
す
る
よ
う
に
も
な
る
が
、
パ
ー
リ
仏
典
の
用
例
と
し
て
は
両
方
に
跨
が
り

イ
ン
ド
ラ
神
の
武
器
（
電
撃
）
や
そ
れ
を
具
象
化
し
た
金
剛
杵
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
金
剛
石
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
と
捉
え
た
方
が
よ
い
文

脈
も
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
の
編
纂
し
た
『
実
利
論
」
（
前
３
世
紀
頃
）
で
は
、
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
は
貴
金
属
と
し
て
、
ヴ
ァ
ジ

ュ
ラ
・
摩
尼
・
真
珠
・
サ
ン
ゴ
な
ど
と
ま
と
め
た
形
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
鉱
物
と
し
て
採
掘
さ
れ
、
価
格
が
決
め
ら
れ
て
装
飾
品
な
ど

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
、
一
切
の
法
を
知
っ
て
、
無
上
な
る
正
等
正
覚
を
得
て
い
る
、
こ
の
違
い
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
預
流
な
ど
の
聖

者
の
位
に
向
道
と
得
果
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
聖
な
る
存
在
と
い
う
意
味
で
は
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。
菩
薩
は
無
擬
の
道

中
に
あ
り
、
如
来
は
解
脱
の
道
中
に
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
闇
を
除
去
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
巳
曽
）
と
い
う
ま
と
め
の
言
は
、
そ
れ
ま

で
の
論
旨
と
「
第
五
節
ま
と
め
」
の
内
容
と
を
併
せ
て
考
え
る
時
、
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
．
刹
那
に
相
応
し
た
般
若
」
は
『
現
観
荘
厳
論
』
で
云
う
「
一
刹
那
現
等
覚
」
に
相
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
た
だ
し
、
「
現
観
荘
厳
論
」
自
身
は
そ
の
よ
う
に
は
呼
ん
で
い
な
い
。
）
周
知
の
よ
う
に
、
「
現
観
荘
厳
論
」
は
般
若
経
（
特
に
「
二
万
五
千
頌
」
）

を
発
心
か
ら
仏
地
（
法
身
の
獲
得
）
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
修
行
道
と
し
て
捉
え
て
解
釈
す
る
も
の
で
、
順
に
、
学
習
対
象
と
し
て
㈹

一
切
相
智
者
性
側
道
智
者
性
⑧
一
切
智
者
性
、
加
行
と
し
て
帥
一
切
相
現
等
覚
⑤
次
第
現
観
⑥
頂
現
観
、
一
刹
那
現
等
覚
、
果
と
し
て
⑧

法
身
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
、
論
耆
の
構
成
の
基
本
型
で
あ
る
教
（
学
習
対
象
）
・
行
（
実
践
）
・
果
（
証
）
を
踏
ま
え
て
、

教
と
行
を
さ
ら
に
細
か
く
区
分
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
の
最
終
段
階
の
果
を
得
る
直
前
に
特
別
な
一
刹
那
の
段
階
を
設
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般
若
経
は
一
般
に
偶
頌
（
三
土
一
音
節
）
に
相
当
す
る
音
節
数
や
初
品
の
内
容
が
題
名
と
さ
れ
る
中
で
、
能
断
金
剛
と
い
う
題
名
を
有

す
る
も
の
は
特
異
で
あ
り
、
も
し
題
名
が
そ
の
経
典
の
理
念
を
表
わ
す
と
す
れ
ば
そ
の
意
味
の
解
明
は
本
経
の
内
容
を
解
明
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
し
て
、
著
者
は
検
討
を
開
始
す
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
経
は
第
略
節
で
一
旦
終
わ
る
形
に
な
っ
て
法
門
名
が
明
か
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
梵
本
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳

で
は
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
だ
け
呼
ば
れ
、
金
剛
の
語
は
な
い
。
漢
訳
で
は
笈
多
訳
と
真
諦
訳
以
外
は
当
該
部
は
「
金
剛
」
の
語
を
有
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
漢
訳
者
の
操
作
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
個
所
以
外
に
は
「
金
剛
」
の
語
は
本
経
に
は
出
て
こ
な
い
た
め
、

経
典
自
身
か
ら
経
名
を
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
他
の
般
若
経
を
含
め
た
全
体
の
中
で
ぐ
骨
肖
ｇ
の
ｇ
訂
の
語
義
を
検
討
し
、

そ
の
意
味
を
承
け
て
本
経
（
経
名
）
が
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
著
者
は
述
べ
る
。
そ
の
た
め
に
、
『
大
般
若
経
」

（
初
会
～
第
十
六
会
）
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
著
者
は
「
金
剛
」
「
金
剛
職
」
「
金
剛
瞼
定
」
な
ど
の
語
の
用
例
を
調
査
分
析
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
玄
葵
訳
『
大
般
若
経
』
の
十
六
会
全
体
で
「
金
剛
」
は
二
二
八
件
、
「
金
剛
瞼
」
は
八
三
件
、
「
金
剛
職
定
」
は
二
○

件
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
、
大
品
系
（
初
会
～
第
三
会
）
は
そ
れ
ぞ
れ
一
四
四
件
、
七
八
件
、
一
六
件
で
あ
り
、
小
品
系
（
第
四
、

五
会
）
は
六
件
、
○
件
、
○
件
で
あ
る
。
（
そ
れ
以
外
で
目
立
つ
の
は
、
第
六
会
（
勝
天
王
般
若
）
は
「
金
剛
」
が
一
八
件
、
第
十
会
（
理
趣

多
訳
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
（

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
５
章
金
剛
般
若
経
の
タ
イ
ト
ル
駅
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
を
タ
イ
ト
ル
に
持
つ
経
典
は
、
本
経
ミ
ミ
ミ
目
言
昌
ざ
、
員
葛
§
ミ
ロ
ミ
ヨ
、
『
〔
能

断
〕
金
剛
般
若
経
」
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
最
初
に
漢
訳
さ
れ
た
の
が
、
鳩
摩
羅
什
訳
で
あ
り
、
以
後
、
菩
提
流
支
訳
、
真
諦

訳
、
笈
多
訳
、
玄
英
訳
、
義
淨
訳
と
続
く
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
最
初
に
「
能
断
」
を
付
し
た
の
は
達
磨
笈
多
で
あ
る
。
た
だ
実
際
に
は
笈

多
訳
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
語
順
に
従
っ
て
「
金
剛
能
断
」
と
し
て
い
る
。
続
い
て
、
玄
美
と
義
淨
は
と
も
に
「
能
断
金
剛
：
」
と
翻
訳

と
し
て
市
場
で
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
世
間
的
に
は
金
剛
石
の
意
味
も
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

う
つ
し
」
十
，
フ
。
○
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分
）
は
四
八
件
で
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
金
剛
手
・
金
剛
拳
な
ど
の
菩
薩
名
で
あ
る
。
）
さ
ら
に
、
「
金
剛
」
の
語
の
多
く
は
「
金
剛
瞼
」
の

意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
「
金
剛
職
」
の
語
も
そ
の
大
半
は
「
金
剛
嚥
定
」
な
ど
の
三
昧
に
関
連
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
語
は
主
に
「
金
剛
職
定
」
と
関
連
す
る
内
容
を
持
っ
た
も
の
で
、
大
品
系
に
お
い

て
金
剛
啼
定
に
関
す
る
思
想
体
系
が
発
展
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
と
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
、
大
品
系
の
「
金
剛
」
と
い
う
語
の
意
味
を
検
討
し
た
結
果
、
金
剛
石
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
例

は
極
め
て
稀
で
あ
っ
て
、
金
剛
と
は
〔
イ
ン
ド
ラ
神
の
〕
武
器
（
金
剛
杵
）
で
あ
り
、
破
壊
力
を
象
徴
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
一
切
の

煩
悩
の
習
気
を
推
断
す
る
金
剛
嶮
定
に
お
け
る
智
慧
の
強
力
な
破
壊
力
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
‐
ｇ
①
呂
圃
と
い
う
語
は
粉

砕
・
切
断
の
機
能
や
威
力
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
〈
煩
悩
を
断
滅
す
る
〃
金
剛
に
瞼
え
ら
れ
る
三
昧
診
の
智
慧
〉
の

確
か
に
、
般
若
経
の
文
脈
で
は
大
半
が
「
金
剛
」
（
金
剛
嚥
定
に
お
け
る
「
金
剛
」
も
含
む
）
は
金
剛
石
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
で
は
な
く
武
器

で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
著
者
自
身
も
紹
介
す
る
よ
う
に
（
Ｅ
計
）
、
大
品
系
の
「
菩
薩
摩
訶
薩
の
金
剛
の
如
き

発
心
（
金
剛
嶮
心
こ
の
金
剛
は
金
剛
石
で
あ
り
、
ま
た
後
に
（
「
金
剛
嶮
定
の
考
察
」
の
箇
所
）
著
者
が
引
用
す
る
「
大
毘
婆
沙
論
」
に
お
け

る
金
剛
瞼
定
の
解
釈
（
巳
ｇ
）
「
金
剛
嚥
定
が
現
前
す
る
と
き
、
煩
悩
は
頓
断
す
る
。
そ
の
定
が
一
切
の
惑
を
断
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
金
剛
嶮
定
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
金
剛
が
能
く
、
鉄
・
石
・
牙
・
骨
・
貝
・
玉
・
末
尼
等
を
破
す
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
」
は
、
文
脈
か
ら
し
て
金
剛
石
が
意
趣
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
（
た
だ
、
著
者
が
同
じ
章
で
引
用
す
る
肩
舎
論
」

の
用
例
は
金
剛
杵
と
金
剛
石
の
ど
ち
ら
に
も
解
釈
で
き
る
が
、
『
智
度
論
」
の
用
例
は
「
イ
ン
ド
ラ
が
手
に
金
剛
を
執
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
金
剛
杵
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
）
し
た
が
っ
て
、
大
品
系
の
般
若
経
に
お
い
て
も
幾
つ
か
は
重
要
な
箇
所
で
「
金
剛
」
が
金
剛
石
の
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
し
、
有
部
な
ど
で
は
、
金
剛
嶮
定
の
金
剛
も
、
そ
れ
が
破
壊
力
を
象
徴
し
て
い
る
と
し
て
も
、
金
剛
石
を
念
頭
に
置
い
た
表
現

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

経
典
と
い
う
こ
と
な
る
と
述
べ
る
。
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第
６
章
金
剛
嚥
定
の
考
察
率
続
い
て
、
著
者
は
般
若
経
に
お
け
る
「
金
剛
瞼
定
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
般
若
経
の
菩
薩
道
の
特

質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
先
ず
、
パ
ー
リ
仏
典
に
見
ら
れ
る
「
金
剛
に
瞼
え
ら
れ
る
心
を
持
っ
た
人
」
は
、
金
剛
が
他
の
宝
石
を

よ
く
推
断
す
る
よ
う
に
、
漏
を
滅
尽
し
て
心
解
脱
と
慧
解
脱
を
現
証
し
た
聖
者
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
、
次
い
で
先
行
研
究
に
基
づ
き
な

が
ら
「
金
剛
瞼
定
」
が
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
（
有
部
で
は
旧
訳
の
『
婆
沙
論
』
で
最
初
に
明
記
さ
れ
る
）
に
お
い
て
修
行
道
の
最
後
に
位
置
付
け

さ
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
具
体
的
に
『
大
毘
婆
沙
論
」
や
「
倶
舎
論
」
の
解
説
を
提
示
す
る
。
さ
ら
に
、
小
品
系
の
般
若
経
で
は
、
古
い

漢
訳
（
置
行
』
『
大
明
塵
）
に
は
「
金
剛
嚥
定
」
の
言
及
は
な
く
、
羅
什
訳
の
『
小
品
」
以
降
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
期
の

形
態
で
は
金
剛
嶮
定
の
伝
統
は
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
著
者
は
、
般
若
経
は
大
品
系
の
成
立
の
時
代
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
修
道
体
系
（
見
道
か
ら
修
道
に
至
り
、

阿
羅
漢
向
か
ら
阿
羅
漢
果
を
得
る
直
前
に
金
剛
啼
定
に
入
り
、
す
べ
て
の
煩
悩
を
断
じ
て
阿
羅
漢
と
な
り
尽
智
・
無
生
智
が
生
ず
る
）
を
受
容
し
て
新

た
な
菩
薩
道
、
す
な
わ
ち
、
「
菩
薩
の
決
定
位
」
を
得
た
者
が
、
さ
ら
に
修
習
の
後
、
「
金
剛
嚥
定
」
に
入
り
「
一
刹
那
に
相
応
す
る
般

若
」
に
よ
っ
て
一
切
の
煩
悩
の
習
気
を
推
断
し
て
、
「
仏
果
（
法
身
、
一
切
相
智
者
性
と
を
得
る
、
と
い
う
菩
薩
道
を
再
編
す
る
に
至
っ
た

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
著
者
は
、
こ
の
菩
薩
道
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
修
行
道
の
「
行
の
階
梯
」
が
「
智
の
変
化
」
に
改
編
さ
れ
た

と
も
述
べ
る
が
、
筆
者
に
は
著
者
の
意
趣
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
修
行
道
は
、
例
え
ば
有
部
で

は
、
見
所
断
の
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
道
に
入
り
、
修
道
に
お
い
て
修
所
断
の
煩
悩
を
ど
れ
だ
け
断
ず
る
か
に
よ
っ
て
一
来

向
・
果
、
不
還
向
・
果
、
阿
羅
漢
向
・
果
に
分
け
ら
れ
て
、
そ
れ
が
「
行
の
階
梯
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
が
、
煩
悩
を
断
ず
る
の
は
す
べ

て
四
諦
を
現
観
す
る
智
慧
で
あ
る
か
ら
、
「
行
の
階
梯
」
と
い
う
の
も
内
実
は
「
智
の
獲
得
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
智
の
変
化
」
で
も
あ

る
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
表
現
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
有
部
な
ど
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
と
大
品
系
の
般
若
経
の
修
行

道
の
階
梯
の
類
似
性
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
両
者
の
い
ず
れ
が
先
で
、
他
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
慎
重
な

考
察
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
「
婆
沙
論
」
と
大
品
系
般
若
経
の
両
者
の
成
立
の
前
後
は
明
ら
か
で
な
く
、
逆
の
可
能
性
も
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否
定
で
き
ず
、
ま
た
両
者
が
倶
に
影
響
を
受
け
た
第
三
の
ソ
ー
ス
さ
え
も
想
定
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

第
７
章
大
乗
仏
教
の
成
立
と
法
滅
思
相
管
著
者
の
云
う
法
滅
思
想
と
は
、
仏
陀
の
入
滅
後
、
い
ず
れ
正
法
が
衰
退
し
、
や
が
て
滅
ん
で

し
ま
う
と
い
う
も
の
で
、
大
乗
経
典
に
「
如
来
滅
後
五
○
○
年
に
正
法
が
減
し
よ
う
と
す
る
時
」
な
ど
と
い
う
形
（
著
者
は
こ
れ
を
法
滅
句

と
呼
ぶ
）
で
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
法
滅
思
想
は
、
い
阿
含
に
は
見
ら
れ
な
い
、
⑪
大
乗
経
典
に
な
っ
て
定

型
化
さ
れ
る
、
⑪
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
大
乗
仏
教
の
興
起
は
仏
滅
後
お
よ
そ
五
○
○
年
で
あ
る
、
と
い
う
三
つ
の
こ
と
に
基
づ
い
て
、
大

乗
仏
教
が
起
っ
て
く
る
こ
と
と
密
接
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
、
「
金
剛
般
若
経
」
を
直
接
の
資
料
と
し
て
そ
れ
を
論
証
し
よ
う

と
す
る
。
そ
の
際
、
『
金
剛
般
若
経
」
に
基
づ
い
て
法
滅
句
を
四
つ
の
構
成
要
素
、
㈲
将
来
・
最
後
の
世
・
最
後
の
時
代
⑥
最
後
の
五
百

年
間
に
㈲
正
し
い
教
え
が
滅
び
つ
つ
あ
る
と
き
⑥
こ
れ
ら
の
経
典
が
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
た
と
き
、
す
ぐ
れ
た
菩
薩
摩
訶
薩
た
ち
が
現
わ

れ
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
い
う
想
い
を
起
す
、
に
分
け
て
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。

『
金
剛
般
若
経
」
に
は
法
滅
句
が
四
カ
所
見
ら
れ
る
が
，
著
者
は
そ
れ
ら
を
諸
本
に
お
い
て
比
較
対
照
し
て
検
討
し
、
そ
れ
を
次
に
よ

う
に
結
論
す
る
。
初
期
の
『
金
剛
般
若
経
」
に
説
か
れ
る
法
滅
句
は
、
「
未
来
世
に
お
い
て
、
こ
の
経
典
が
流
布
す
る
こ
と
を
仏
陀
が
保

証
す
る
」
と
い
う
文
脈
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
「
㈲
将
来
、
最
後
の
世
、
最
後
の
時
代
に
、
㈲
最
後
の
五
百
年
間
に
、
仰
正
し
い
教
え
が

滅
び
つ
つ
あ
る
時
、
⑥
徳
を
備
え
、
戒
律
を
保
ち
、
智
慧
の
す
ぐ
れ
た
菩
薩
摩
訶
薩
た
ち
が
現
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
経
典
の
こ
と
ば
が
こ
の

よ
う
に
説
か
れ
る
と
き
真
実
と
い
う
思
い
を
起
す
で
あ
ろ
う
。
」
な
ど
と
㈲
～
㈹
ま
で
を
備
え
た
完
全
な
定
型
句
と
な
っ
て
い
く
。

著
者
は
、
こ
の
よ
う
に
法
滅
句
が
加
筆
・
修
正
さ
れ
た
の
は
、
法
滅
の
意
識
の
高
ま
り
に
応
じ
て
大
乗
の
意
義
も
高
ま
る
と
い
う
構
造

の
中
で
、
「
最
後
の
五
百
年
」
と
い
う
語
句
を
措
定
し
、
「
正
し
い
教
え
が
滅
び
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
危
機
意
識
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
今

こ
そ
大
乗
と
い
う
正
法
が
流
通
す
る
時
節
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
語
句
を
後
代
の
直
線
的
歴
史
観
で

あ
る
正
・
像
・
末
法
観
と
結
び
つ
け
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
そ
し
て
、
本
来
の
法
滅
句
の
文
脈
は
、
伝
統
的
な
正
法
が
減
し
つ
つ
あ
る

「
今
」
こ
そ
が
、
新
た
な
正
法
（
大
乗
）
が
起
る
時
で
あ
る
〈
法
滅
Ⅱ
法
與
〉
と
い
う
初
期
大
乗
側
の
積
極
的
な
見
解
と
す
る
に
留
め
る
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第
３
編
笈
多
訳
『
金
剛
能
断
般
若
経
」
の
研
究

本
編
に
つ
い
て
は
、
笈
多
訳
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
著
者
の
言
に
沿
っ
て
紹
介
す
る
に
止
め
る
。
『
金
剛
般
若
経
』
に
は
七
種
の
漢
訳

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
〔
達
磨
〕
笈
多
訳
は
他
の
漢
訳
に
比
し
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
．
著
者
は
、
笈
多
訳
は
未
完
の
翻
訳
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
特
殊
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
特
殊
で
あ
る
こ
と
が
逆
に
『
金
剛
般
若
経
』
の
原
典
研
究
の
た
め
の
重

要
な
資
料
と
な
る
と
認
め
、
そ
の
観
点
か
ら
笈
多
訳
の
研
究
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

笈
多
訳
の
「
金
剛
能
断
般
若
経
」
は
修
文
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
未
完
の
翻
訳
で
あ
る
。
中
国
の
訳
経
場
に
は
、
㈹
訳
主
、
伽
証
義
、

伽
証
文
、
㈹
害
字
梵
学
、
切
筆
受
、
榊
綏
文
、
㈱
参
訳
、
㈱
刊
定
、
姻
潤
文
官
（
役
人
）
の
九
の
役
職
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
、

Ｍ
筆
受
と
は
「
梵
音
を
翻
じ
て
華
言
と
成
す
。
…
」
と
、
㈱
綴
文
と
は
「
文
字
を
回
し
て
綴
り
、
句
義
を
成
さ
し
む
。
．
：
」
と
さ
れ
て
い

る
、
す
な
わ
ち
、
前
者
は
梵
語
を
単
語
ご
と
に
漢
語
に
翻
訳
し
、
こ
れ
を
後
者
は
漢
語
の
文
章
に
綴
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
分
業
体

制
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。
著
者
は
、
現
存
の
笈
多
訳
を
こ
の
体
制
に
当
て
は
め
て
、
「
筆
受
」
が
終
了
し
、
最
終
段
階
に
近
い
「
綴
文
」

著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
笈
多
訳
を
現
存
の
梵
本
と
他
の
漢
訳
諸
本
を
参
照
し
な
が
ら
分
析
し
て
、
笈
多
訳
の
訳
出
法
に
一
定
の
翻
訳
の

規
則
が
あ
る
こ
と
を
見
い
出
し
、
そ
の
訳
出
法
を
基
準
に
し
て
、
逆
に
漢
訳
か
ら
梵
語
へ
還
す
こ
と
（
還
梵
）
を
行
な
っ
て
い
る
。
本
書

に
は
、
判
明
し
た
笈
多
訳
の
翻
訳
規
則
が
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
基
づ
い
て
還
梵
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
言
及
は
し

な
い
が
、
一
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
が
重
要
な
研
究
の
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

制
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。
著
者
和

の
直
前
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

べ
き
で
あ
る
と
す
る
新
た
な
注
目
す
べ
き
見
解
を
述
べ
る
。
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第
４
編
チ
ベ
ッ
ト
・
敦
煙
出
土
の
『
金
剛
般
若
経
」
写
本
の
研
究

『
金
剛
般
若
経
』
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
も
重
要
な
経
典
と
し
て
翻
訳
さ
れ
、
写
本
を
通
し
て
流
布
し
て
い
る
が
、
著
者
は
そ
れ
ら
の

中
で
現
存
す
る
も
の
を
広
く
調
査
し
、
体
系
的
に
ま
と
め
て
い
る
。
今
後
の
『
金
剛
般
若
経
』
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
も
大
い
に
役
立

附
編附

編
は
、
『
金
剛
般
若
経
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
対
す
る
二
種
類
の
索
引
と
，
七
漢
訳
の
対
照
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
。 ま

た
、
漢
訳
や
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
「
金
剛
般
若
経
」
に
は
経
典
の
末
尾
に
真
言
（
陀
羅
尼
）
や
祈
願
文
な
ど
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

従
来
の
研
究
で
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
そ
れ
ら
は
本
経
の
持
つ
特
性
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
取
り

上
げ
て
比
較
検
討
し
て
い
る
。
真
言
や
祈
願
文
は
「
金
剛
般
若
経
」
が
ど
の
よ
う
に
流
布
し
、
受
容
さ
れ
た
か
を
示
す
資
料
と
し
て
も
重

要
な
意
味
が
あ
り
、
今
後
の
経
典
研
究
の
方
向
の
一
つ
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

つ
も
の
で
あ
る
。
（
第
１
章
～
４
章
）

平
成
虹
年
２
月
加
日
刊
、
山
喜
房
佛
書
林
、
Ｂ
５
版

間
固
く
十
五
六
七
頁
、

扇
ｍ
ｚ
ｃ
『
中
や
ご
田
ｌ
白
謡
士
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